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I 研究の立場

1 研究の歩み

本校算数科では， 平成18年度より，r問l¥ J続ける算数科授業の創造という研究主題
の下に研究を進めてきた。 それは 「問Lリ続けることが確かな学力を身に付けることに

つながると考えたからである口わたしたちは 算数科における確かな学力を，算数科で

培う三つの力 (①算数的事象や算 確かな学力 1

数的活動への関心・意欲，態度 目

②数学的な見方・考え方，算数的

表現能力 ③数量や図形について

の知識・理解，技能)が相互に関

連し合いながら高まったものであ

ると考えている。 そこで，これら

の力を子どもたちにしっかりと培

うことができるような授業づくり

を目指してきたところである O

研究 1年目の一昨年度は， r問
いj続ける子どもの姿を明らかに

する研究を行った。そして研究2

年目の昨年度は， r聞いJ続ける姿が高まるための学習内容について研究し， r問いj続
ける姿が高まるには，子ども自身が考える価値を実感するような学習内容が必要である

ことカfわかってきた。

これらの研究の結果 考える価値を実感する学習内容となるような要件として下のよ

うなものがあることがわかり，これらの要件を満たすような学習内容を，各学年の各題

材で設定したのである。

【図 r問t¥J続ける算数科授業】

【表 1 考える価値を実感する学習内容となるような要件】

過程 学習課題~学習問題 自力解決~練り上げ 確認~適用~まとめ

O 今もっている概念や O 数学的な見方 ・考え方 O 新たな「問ぃ」が生み
感覚を揺さぶるような を用いる必要性を感じ 出されるような学習内

要
学習内容 させるような学習内容 廿~ 

O 生活体験や学習経験 O 多様な解決方法を見 O 算数のよさ (簡潔性，
と結び付けることがで 出すことができるよう 有用性， 一般性など)を
きるような学習内容 な学習内容 味わうことができるよ

O 自分の考えを伝えた うな学習内容

件
り，友達の考えを知った O 成就感を味わったり，
りするよさを感じるこ 自分自身の高まりに気
とができるような学習 付いたりできるような

内容 学習内容

一方， 2年間の研究で次のような課題も見えてきた。

. 設定した学習内容をよりよく身に付けさせる(三つの力をしっかりと培う)ために，

効果的な指導方法を探っていく必要があること。

. 子ども自身が高まった自分に気付いたり，高まったのはなぜなのかを理解したりで

きるようなような授業づくりに取り組む必要があること。
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算 2

2 本年度の研究の方向

平成19年度から，全国学力-学習状況調査が行われている O 下は，平成19年4月に行

われた調査の結果を文部科学省が分析したものの一部である。

O 算数A (知識)について，児童の平均正答率が82.1%であり，相当数の児童が今
回出題している学習内容をおおむね理解していると考えられる O

O 算数B (活用)について，児童の平均正答率が63.6%であり，知識・技能を活用
する力に課題がある O

これを見ると， 算数に関する知識や技能は身に付いているにもかかわらず，それらを

生かすところまで定着していないということがうかがえる。 その状況を示すーっの例と

して，底辺や高さの数値が示された平行四辺形の面積を求めることはできるのに，情報

過多の場面から，面積を求めるのに必要な情報を取り出して求積することはできない子

どもが多いということが挙げられる D また， 百分率を求めることができても，それを生

活の場面で用いることができない子どもも多いようである O

本校の子どもたちの場合も，r活用Jに関しては課題がある。 例えば，小数のかけ算
やわり算の計算は正しくできるのに それらの計算が用いられる場面を根拠をもって判

断できない子どもがいたり 分配法則を学習していても， 15 x 5 x3.14-4 x 4 x 
3.14Jの計算を用いる具体的な場面(図 2)で， 1 ( 5 x 5 -4 x 4) x 3. 14Jと考える
こともなく，地道に計算を進める子どもがいたりするので

ある o I ~ 可私
I ~ 務斜線部分の

このような子どもたちが見られる原因を考えてみると， I陽一- ~ 
|私 グ 求積場面

獲得した知識や技能が，数学的な見方・考え方と十分に結 |穐揚揚援グ

び付いていなかった仏教師側が「これを学習したから使 |※半径は 5叩と 4cm 

いましょうね」などと子どもに押しつけてしまっていたり

する状況があるのではないかと思われる O 真の「活用する力jを育むためには，それに

必要な知識・技能の獲得に加え， rあっ，便利だJ，r今度使ってみたいJなどの実感を
伴うようにさせることで活用への意欲を高めたり，どんな場面でどのように活用できる

か考える力を身に付けさせたりする必要がある O 中でも，活用することにつながるよう

な感覚 (II章に詳述)を味わわせることが重要であると考える O

今回の学習指導要領では， 算数 ・数学の改訂のポイン トの一つに， 1学ぶ意欲を高め，
学ぶことの意義や有用性を実感するため，学んで身に付けたものを生活や学習に活用す

ることを重視する」ことが掲げられている O 本校ではこれまで，知識・技能だけでなく，

思考力 ・判断力 -表現力や，関心 ・意欲，態度もしっかりと身に付けさせるような授業

のあり方を探って きたが 目指す子どもの姿にさらに迫るために，算数教育の諸課題も

念頭に置き，さらに研究を深めていく必要がある O

そこで，わたしたちは，これまでの研究の成果や課題を踏まえながら，研究テーマを

次のように設定し 研究を進めていくことにした。

「問いj続ける算数科授業の創造血

~活用する力を高める学習指導~
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H 本年度の研究内容

l ， 活用する力とは
算数科における 「活用する力Jとは 算数の学習で身に付けた知識や技能を生活の中
で生かす力のことである O さらに詳しくいうと 活用することの価値を感じながら，こ

れまで身に付けた知識や技能，ものの見方・考え方を関係付けて，生活の具体的な場面

の課題を解決する力のことである O なおここでいう 「生活」の範囲は，日常生活の具体

的な場面だけでなく，算数などの学習(算数及び他教科や中学校以降の学習)の場面も

含まれる O

わたしたちは，算数科における 「活用する力jを次のようにとらえた。

【活用する力】

具体例を挙げて述べてみる O 第 l学年で，160までの数」について知り，その数え方

や10のまとまりをつくって数えるとよいということを学習する O その後，その子どもた

ちが，60より大きい数を数える場面において， 1何かほかの場面で数を数えてみたいな
あJ1この方法を使うと，もっと多くの数でも数えられそうだ」などの思いをもち(関
心・ 意欲，態度)，12や5のまとまりより，やっぱり 10が便利だJ120や30のまとまり
よりもいいJ110のまとまりはいつでも使える」などと考えたり (思考力)，ブロックや
おはじきを並べて数えたり (表現力)しながら，今までに学習したこと(知識 ・技能)

を用いて課題解決を図る力が ここでいう 「活用する力」 である O

このような活用する力を身に付けるためには わたしたちがこれまで研究してきた三

つの力 (①算数的事象や算数的活動への関心・ 意欲 態度 ②数学的な見方 -考え方，

算数的表現能力 ③数量や図形についての知識 ・理解，技能)をしっかりと身に付ける

ことが大切であると考える O

2 活用する力を高める学習指導とは

活用する力を高める学習指導とは，活用することへの関心・意欲，態度を高め，活用

に必要な知識・技能や，数学的な見方・考え方，算数的表現能力を確実に高めることの

できる学習内容や指導方法のことである O したがって これらをそれぞれしっかりと身

に付けることができるようにするとともに 互いを関連させた学習指導を行うことが大

切である O その際 活用する力を内面から支え，活用することの価値を実感する基にな

る感覚(表 2)を味わわせることが重要であると考える O

【表2 活用する力を支える感覚】

① 算数は生活のいろいろなところで役立っているなあ，今日学習したことは， 00
の場面で生かすことができそうだなあと感じる効力感

② 算数っておもしろいなあ，考えることって楽しいなぁと感じる効力感

③ なんとかして解決したい，調べてみたいと感じる必要感，自己決定感

④ みんなから「いい考えだねJと言われてうれしさを感じる受容感
⑤ 難しかったけど，がんばって考えたかいがあったなあと感じる有能感

⑥ 自分たちの力で見付けることができたぞと感じる有能感
一」

41 
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以上のような感覚を子どもたちに味わわせることができるような学習指導の具体化を

図っていく必要がある O このよつな感覚は，子どもの表面上の興味 ・関心を高めるだけ

の授業では味わわせることはできない。味わわせたい感覚は，わたしたちがこれまで大

切にしてきた数学的な見方・考え方，算数的表現能力，知識，技能と大きく関連してい

るので，その関連を十分に踏まえながら学習指導の具体化に取り組んでいく D

3 活用する力を高める学習指導の具体化 一一一寸
わたしたちは，過去2年間の研究の中で， I問い」続ける子どもの姿を設定し， I問いJ
続けるための学習内容について探ってきた。学習指導の具体化に当たっては，これらの

研究で得た成果を踏まえながら考えていくことにする O

(1) 活用する力を高める学習内容

研究を進める中で，活用する力を高める学習内容として次のような要件を満たすこ

とが特に大切であることがわかった。

【表3 活用する力を高める学習内容の要件】 ※①~⑤は前ページの感覚との関連

あ どの子どもにも学びの成立が期待できるような学習内容(主に③④⑤⑥)

い 算数的な楽しさ・おもしろさを含み，わくわくするような学習内容(主に①②③)

う 過去の生活体験や学習経験とどのように結び付いているのかを明らかにできるよう l

な学習内容(主に①)

え 学習したことの活用場面を見通すことができるような学習内容(主に①)

お 子どもが意識していなかったり，意識が薄かったりする見方・考え方に着目したり，

それらの価値に気付いたりすることができるような学習内容(主に①②④)

か 多様な考えを生み出し，友達どうしや学級全体での深い議論に結び付くような学習

内容(主に①②④⑤)

このような要件を基にして，各学年の各題材で学習内容を設定していくわけである

が，その際，活用する力を支える子どもの感覚を踏まえながら，どのような学習内容

にすればよいかを十分に分析する必要がある O

第5学年題材「分数 (同分母分数のたし算)jを例に，学習内容設定の仕方 (見直

しの仕方)を以下に示す。

[一般的な学習内容]
O 同分国分数の加法の具体的場
面について考え分数のたし算

は，分母はそのままに して分子
だけをたす」 とまとめる。

O 分子だけをたせばいいんだ。
O 分数のたし算って，生活の中
では使わないよ。
O やり方はすく会にわかった。
O もう知っていた。
O 分数の計算は特別だ。

[子どもの意識]

【子どもに味わわせたい(不足している)感覚】
。 分数のたし算と，整数や小数のたし算はつながって
いるんだなあ。しくみは同じだ。
。 整数や小数のときに学習したことが使われている。
。 ひき算やかけ算，わり算のときも生かせそうだ。
。 。のいくつ分の考えは大切なんだなあ。

そこでふこんな学習内容に

。 整数や小数の加法と関連させられる学習内容
。 単位の考えに着目しそれのよさを実感できるよう
な学習内容
O 分母はそのままにして分子だけをたす。閉じ単位
どうしをたすところは整数・小数と同じだね。
【設定した(見直した)学習内容】

(2) 活用する力を高める指導方法

目指す子どもの姿を基に見直した学習内容を確実に身に付けさせるために，学習内

容に応じた適切な指導法を探る必要がある O 指導方法には， I学習過程j，I学習活動j，
「学習形態j，I学習の場j，I教師の具体的な働きかけj，I評価」が含まれる O 活用す

円
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る力を高めるためには，表4のような指導方法が特に大切であると考え，指導方法の

要件として整理した。

【表4 活用する力を高める指導方法の要件】

学習過程 学習活動 形態 主な働きかけ ・発問 ・評価など

学習課 く〉 学習課題をつかみ，自分なりの ⑩ これまでの学習だけでは解

題の受 「問し、」をもっ。 全体 決できない問題場面や，条件

け止め [学習課題】 00を口口しまし 不足の問題場面などを提示し

ょう。(00を求めましょう。) イ固 て 「問しリ を引き出す。。これまでの学習・生活経験を想 @ 子どもの意識や感覚をと ら

起し今日の学習と結び付ける。 え，その後の活動に生かす。

試行・ 。知識・技能，見方・考え方を駆 個 @ rなぜそんな考え方をしたの」
話合い 使して自分なりに考える。 「何を使ったの」などと問う。

O 考えを比較 ・検討し合う。 全体 ⑮ 子どもの思考を整理する。

学習問 O 学級全体で追求していくことを {固 ⑧ 「深く考えていきたいことは

題の焦 明らかにする。 何かなJrはっきりしていない
点化 【学習問題] 00を口口するに 全体 ことはイ可かな」などと問 う。

は，どうすればよいでしょ うか。 @⑩知識だけで解決しようとし

O 解決(答えの大きさ，解決方法) 個 ・ベア ている子どもには，考えの理
への見通しをもっ。 由についてたずねる。

自力解 く〉 自分なりの論理 ・道筋 ・解決方 個 ⑩ 式と答えだけで終わってい

決 法で追求する。 る子どもには，それを説明さ

O 自分の考えを，言葉や式，図な ペア せたり，絵図でかかせたりす

どで表現し， 発表の準備をする。 グループ。 るなどの表現を促す。

話合い O お互いに考えを出し合う。 個 ⑩ 考えを羅列するだけでなく ，

く〉 出し合った考えの共通点や相違 ベア それぞれのよさに着目させな

点について話し合う。 グループ。 がら，関係付けを図る。。それぞれの考えの根拠やよさに ⑧ 「いつでも使えるのはJrな
ついて話し合う。 全体 ぜ簡単なのかな」などと問う。。自分の考えをさらに深めたり， @⑩前より深まったことが何か

修正したりする。 個 を意識させる。

確認 O 学び合いを通してわかったこと ⑮ 数学的な見方 ・考え方の観

や見付けたことを確認する。 個 点も意識して確認させる。

00を口口するには， ムムして @ rどういうことがわかったか
く〉く〉の考えを使えばよいのだな。 全体 なJrなぜその方法を用いると
く〉 考えの深まりを確認する。 よいのかな」などと問う。

適用 く〉 確認したことが他の場合でも使 ⑩ 単に知識や技能を定着させ

えるか確かめる。 個 るだけのものではなく，見方。さらに他のどんな場合に適用で -考え方を用いたり，それら

きるかを自分なりに考えたり，な 全体 のよさを実感できたりするも

ぜ適用できるか考えたりする。 のを工夫する。

まとめ く〉 学習したことを振り返る。 個 @ 「何がわかったかJrそれは
o 学習したことがどんな場面で生 なぜかJr友達のどういう考え
かせそうか話し合う。 全体 が生かされたか」について，。自分自身の高まりを振り返る。 個・ 全体 十分に意識した評価を行う。
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活用する力を高めることを目指して設定した学習内容や指導方法が適切であったかど

うか，また，子ども自身が自分の高まりを感じたり前述の感覚を味わったりしているか

どうかをと らえるために，評価を充実させることも大切である O わたしたちは昨年度の

研究で， I考える価値を実感する」という視点から，各学年各題材の評価規準の見直し
を行った。算数で培う 三つの力のうちの「関心 -意欲，態度」が，他の二つの力とどの

ように関連しているかを細かく分析して 明確な評価規準を設けて評価を行ったのであ

るO 今年度は，昨年度設定した評価規準に「活用する力を高めるJという視点を加えて
評価を行っていく。 その際， 教師側からの評価だけでなく，自己評価や相互評価も充実

させていく必要がある O 【評価カー ド例第5学年「分数」】

右は評価カードの例であり， l ~ 5の | 今日の学習を振り返りましょう

設問は，いわば評価の観点である。評価 I1ゎ初2民主のやりかたが ???? 
カードは学習の後半に用いることが多い .

が，評価そのものは学習の始まりから終

わりまで行われるべきものである O した

がって教師は，子どもに何をとらえさせ

たいのか，何に着目させたいのかについ

て常に意識して，指導と評価を一体化さ

せていかねばならないと考える O

評価の方法としては，発表やつぶやき，

記述の内容などが挙げられるが，教師自

2 分数のたし算について考えていくとき，今まで学習した
り経験したりしたどんなことと結び付けましたか。

C J 
3 自分の学習が深まったなあと感じたことは何ですか。

C J 
4 分数のたし算や，その考え方を，ど.んなところに生かそ
うと思いますか。

C J 
5 今日の学習で 誰のどんな考えが役立ちましたかc . ) 

身が意図的に問いかけたり，揺さぶる発問をしたりして， 子ども自身も評価の観点、を常

に意識しながら学習を進めていくことができるようにすることが大切である D このこと

が， 学習を振り返ったときに，自分の高まりを実感することにつながると考える。

また， 受容感や有能感を味わわせるには，相互評価が不可欠である。相互評価の場面

は，評価カードを記入したり，その内容を発表したりするときが考えられるが，友達の

考えを聞いたり，そのよさや価値について考えたりする場面も大切にしたいと考える O

以上，活用する力を高める学習指導を具体化するための学習内容や指導方法について

述べてきた。

わたしたちはこれまでの研究で 主に算数の授業づくりの在り方について探ってきた

が，よりよい授業をつくるためには， 算数を指導する教師としての力を身に付けること

が不可欠であることを改めて感じた O 算数は指導する内容が比較的明確に示されており，

教科書に示された順序で指導 して反復練習を行えばある程度の知識・技能を子どもに身

に付けさせることができるので， I算数は指導しやすいjとと らえられてしまうことがあ
るO しかしそれだけでは，子どもたちは算数を学んだり活用したりする価値も感じない

し，見方・考え方のよさを味わうことも難しい。

したがって，よりよい算数の授業をつく ったり行ったりする上で， 教師は次のような

姿勢を大切に しなければならないと考える O

O 授業づくりにおいて，各学年の各題材の内容(知識・技能，見方・考え方)の系
統を構造的にとらえようとする姿勢

O 授業において，今子どもが何を思い，何を考えているのかを正確に知ろうとする
とともに，学習内容と関連付けながら的確に対応する姿勢
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授業プラン例皿

@毛主司 (3 

整数 ・小数 の乗除を分数の

乗除にまとめていく 。

3 目標

(1) 乗数や除数が分数の計算に関心をもち，面積図や数直線で考える活動に意欲的に取り組み，自分なりの「問いJを連続 ・発展させていこうとすること

ができる。

(2)・ 単位分数の幾つ分という単位の考えや整数や小数の計算と同じようにできないかという類推の考えを使って，分数の乗除をするこ止ができる。

分数の乗除の計算の仕方を，面積図や数直線を使って考えたり，それをもとに説明したりするなどの算数的表現をすることができる。

(3) 分数X分数，分数?分数における具体場面を面積図や数直線などに表す活動を通して，分数をかけたり，分数でわったりすることの意味が分かり，式

に表したり，計算したりすることができる。

指導計画 (全15時間) 仁コ時間 Eヨ時間

有理数の 場 合にも成立

~ ~ D (治敬@掛跡事告窃 吻議
題材

題材惰造

整数 ・小数の乗法 ・除法

2 

分数÷分数分数×分数 ，

乗数が分数の場合にも成立

除数が分数の場合にも成立

法則計 算のきまり

乗数が分数であっても計算の意

味をしっかりとらえさせたい。し

かし乗数が霊数の場合と異なり

同数累加の考えが使えないため，

自力解決は困雛が予想される。そ

こで，倍の考えがとらえやすい数

直線を与え，問題からよみとれる

関係を表現させる。

Eコ確E山 Cコ〉子ども仇の崎開考杭え 仁コ
学びの構造

。つ 5

0
1 t 

数直線などを使って，

(分数)X (分数)の意

味を考えている。

分母の数だけ等しく分けて，分子の数だけ倍することになるのだな。

主な学習活動

I第l時l

学習課題を受けとめる。

4 

小題材

『口の中にどんな数字が入るでしょうか?Jと問い.聾数，小数，分数の

どれもあてはまることに気付かせる。

ι111 B~I: 分数に分数をかけるとはどういうことだろうか。l乗数が分数になる計算

の意味を話し合う。

学習をふり返る。

2 

3 

分

分数x分数の意味を視覚的にとら

えさせながら計算の仕方を見出させ

るために，r分数x分数を面積図を
使って説明できないかな』と問う。

(分数)X(整数)など

の既習内容を基に，

(分数)X(分数)を考え
ている。

;を計算しよう。X
 

4
7
3
 

[第2時]

学習課題を受けとめる。

数

数直線でも面積図でも，また小数

のかけ算の考え方を利用する場合な

]1どでも計算の仕方の共通点に気付か
せ，一般化していく。

分数x分数を面積図に表したとき，かける数の分母は図を等分す

る数を，分子はその幾つ分を表しているのだな。だから分母同士l

分子同士をかけることになるのだな。

日五亘豆亘~ [単位分数峨つM…

分数×分数の計算はど引ばよいのだろうか。l分数×分数の計算の仕

方を考える。

調べたことを発表し，

話し合う。

学習をふり返る。

2 

3 

4 

X 

分

アとイを比べさせ『約分するとどうしてよいの

かJを問うたり，イとウを比べさせ「約分は，ど

こでするのがよいか』を問うたりする。筋道立て

て考えるカを高めたり，自分の考えを確かめたり

できることから，計算過程をしっかり書かせる。

づ|計算の町筋道一明している。|

[第3時l

学習課題を受けとめる。

分数X分数の計算で，

途中で約分ができる場合

の計算の仕方を話し合う。

学習をふり返る。

2 

数

の

整数!小数，分数をそれぞれ別々の

数ととらえている子どもも見られる。

しかし同じ数量であって目的に応じ

てそれぞれの表し方ができることに気

付かせたい。

分数×分数は分数×整数の時と同じように途中で約分すると計算が簡

単になるのだな。

3 
2x Iを計算しよう。

整数lま分数でも表せるから 1 整数x分数や分数×整数。整数×整数も

分数x分数と同じように計算できるのだな。

平行四辺形の面積を求めようζy
+m 

[第4時]

学習課題を受けとめる。

整数X分数の計算の仕

方を話し合う白

数値が分数のときの面

積の求め方を話し合う。

学習をふり返る。

3 

ーす
1

3
Z
E

一ロ

2 算

3 

④ 
長さが分数でも面積の公式が使える

理由を面積図を使って説明させたい。

また，そのことから体積の公式も使え

そうだということにも気付かせたい。

長さが分数のときでも整数や小数のときと閉じように

公式に当てはめて考えることができるのだな。

「
内

υ
A
せ

4 
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学

t

手
白

J
J
E

--
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3

4

 

の

き

ま

り

積が3より大きくなるのはどれでしょうか。

ァ 5ィウ 5 工
3x - . 3 x 1.07 3xー
6 

な?Jと問い，予想させる。その後，実際に計算さ

せ目そのような結果になる理由や説明を，必要に応
計 11 学習課題を受けとめる。

算

次の計算のきまりは分数でも使えるのでしょうか。

ア口x1::.=1::.x口

イ (口×ム)xo=ロx(1::.xO) 
ウ (口+ム)xO=口xO+1::.xO
エ (口-1::.)xO=口xO-1::.xO

11 
[第6時 11 .;. rriのへいをぬるのl二，青いペンキ
11 ，~:m.l ~rnni'ii-t-~;G1.，-I- L ¥.-h.7: 11このペンキは1d Q当たり何所ぬれるでし分 I1 学習課題を受けとめる。11

2 除数が分数になる計算

の意味について話し合う。

数 13学習をふり返るロ

立式しやすいように，青いペンキの

が整数のときの式を考えさせる。そ

後.式に使われている数を言葉

き換え，分数になっても問機の式にな

ることに気付かせる。

分数をかけるときと同織にf 分数でわ

る問題の意味をとらえさせるために，数

量の関係を数直線で表せないか尋ね，そ

[第7・8時1

1 学習課題を受けとめる。

分 12 分数分数の刊の仕

方を話し合う。

3 調べたこ とを発表し，

数 | 話し合う。

4 学習をふり返る。

反対にしでかければよいのだろうか。

子どもたちの中には，すでに分数のわり算の仕方を形式的

に教わっている子どもがいる二とが大いに予懇される。そこ

で，本課題をまず自由に解かせる中で除数の逆数をかければ

よいと考えている子どもに計算の仕方を説明させ，考えを認

める。そのよで「なぜ，分数のわり算は分母と分子を反対に

2 3 
7I×5×4?Z×5×4 

2 3 
ウ ー x 4~ ー x 4 
5 4 

243  4 
イー×ー÷ー× ー
5 3 4 3 

2 
エ .;3x4 
5 

(分数)ー(分数)の計算の仕方を表現した

の l子どもたちから出てくる
えが少ない犠合lまこ

はどんな考えをしたんだ

4
1
 

-E
 

しでかければよいと言えるのだな。

つまずきへの対応として自分なりの

考えをもてた子どもに対して「考え方

のヒントはないかな?Jと発問するな

どして. r小数のわり算』や「わり算
のきまりJといった言葉を吸い上げた

り， r2. 470. 8Jのような具体的な

算

ける。またどの考え

にも共通する考えは何か

と発問しわり算の 縦に面積を，績にはペンキの量

を表す単位や目盛を付けよう。

分数ム分数の計算の意味をとら

やすくするとともに.計算の仕方

を一般化させるために，面積図で

も説明できないか考えさせる。

っ

つ

い

ら

な

と

が

に

J

な

か

る

し

ら

い

出

明

て

き

で

し

引

習

夫

を

学

工

業量ロ

う

た
④
 

るあ分
干

D
Y

必
且
『

品川
Mれそ個

内

4縦eau 一句、d

T
A

一
×-"、J

(1 Mli ~ "' ~ x (2 X 4) 一一 11 面積図をもとに表された式から計算の5 x 3 "'~" ~I - 5x 3 J I 
'1順序を確かめながら，除数の分母や分子

(分数)ー (分数)の問題場面から数量をとらえて面積図に表すこと

を使って正しく面積を求めたり l 計算の仕方に結び付けて考えたりして

-46-



まずは自由に計算させる。その上で気付いたことを発表させる。次に約分

できる計算になっていることを取りよげ，考えられる幾つかの計算の仕方を

させる。そして.分数×分数と同じように途中で約分する方が計算しや

ことを確かめる。

8 12 
ー÷ーーを計算しよう。
3 5 

ウ 8X510A10

京百~Th:.-9

イ、x5 10 
3x 冶 3 9 

ウ 3 2 3 5 3x 5 
-一 ーー=-xーー二 ー一一一
1 5 1 2 1x 2 

ろうかのかベ1m当たり LdQのペンキを使います。
三mぬるには.何dQのペンキが必要でしょうか。
2 

8x 5 40 

3x 12 36 

分数÷分数も他の分数のかけ算やわり算の時と閉じよ うに途中で約分

ると計算が簡単になるのだな。

t):-9 

[第9時]

学習課題を受けとめる。

2 分数÷分数の計算で，

途中で約分ができる場合

の計算の仕方を考える。

調べたことを発表し，

話し合う。

4 整数×分数の計算の仕

方についても考え，話し

^ • 
甘フ。

5 学習をふり返る。

分

数

分

数 3 

の

計

算

④

ど

ん

二つの問題を同時に提示し

させることで，かけ算やわ

り算の際の問題の違いを数直線

されたものと関連させな

させる。

な

式

2 

図をかいたら，問題の意味がはっき

りしてきそうだぞ。

かけ算かなつわり算かなつわり算

ならどちらでわればよいのかな?
な

式を立てたり，問題の意味をとらえたりするには，図を手がかりに

ばよいのだなあ。

分数x分数と同じように句どのような順

序で計算したのか見直したり，説明したり

しやすいように計算過程をしっかり書かせ

るようにする。そして，どのように計算を

したのか互いに説明し合わせることで筋道

立てて考えられるようにしたい。

数量の関係を図に表したり，

かける数が逆数になる理由を説

したりでき

面積を求める具体的な問題場面を提示し図を使っ

て問題や計算の意味をとらえやすくする。また，友達

の説明をもとに，自分でも説明できるようにするため

かける数はどうして，分母と分子を入

れかえた数 (逆数)になるのだろう?

ム
M-つよiu

 
で何

l

+。

=

棚
口
ロ

ユ
2

一3

中のロ

3 

練習I(第 12・13時]

1 学習課題を受けとめる。

プJだ12分数の乗法や除法のま
とめや計算練習をする。

3 学習をふり返る。

[第14時J(選択問題)

学習課題を受けとめる。

乗数が分数になる計算

の意味を話し合う。

学習をふり返る。

4 

る

カ当

な

めし

[第10・11時]

学習諜題を受けとめる。

分数の乗法，除法を適

用する問題で演算決定を

したり，問題づくりをし

たりする。

調べたことを発表し，

話し合う。

学習をふり返る。

チ

2 ヤ

レ
積が1になる分数のかけ算を図で考えると，かける数を

数にすればよい意味が分かった。

ゥ仲x2=山 ;x23 10 
イ l-x2=- x2
7 7 

子どもの綴々な考えの中には間違いもあると考えられ

る。ここでは.間違いを取り上げ，どこが間違っていて。

どう考えれば間違わずにすんだのかを話し合わせていく 。

帯分数×整数は帯分数を仮分数と考えれば，仮分数x整

と閉じようにできるのだな。

-------ーーー巴・ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー・・ーー

! 乗数，被乗数がこれまでの真分数や仮分数でなく帯分数l
lこなっても，閉じように計算できるんだな。 I

ヴ

t
A
斗
企

3 

[第 15時J(発展問題)

学習課題を受けとめる。

2 帯分数X整数の計算の

仕方を考える。

自分の考えを発表し合

い，間違った計算からそ

の理由も話し合う。

学習をふり返る。

ン

ン

1 

3 

4 
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分数のわり算の意味の理解について

6年生の子どもたちにとって，分数のわり算の計算は，機械的にできるので，わりと簡単にできます。しかし，分数でわることの意味

をしっかりと説明するのは，なかなか難しいようです。そこで，ここでは 分数のわり算は，かける数の逆数をかければよい」というこ

とは知っていても「理由はよく分からないJr説明はできない」ということを明らかにしたり，これまでの計算の仕方を考える学習を想起

させたりしながら「これまでの計算のきまりを使って説明できないだろうかJという「問い」をもたせ.それを子どもたちの力で説明さ

せていきたいと考えます。

子どもたちから表出される解決方法は次のようなものが考えられます。

~ ~x 5x 42x 4-;-3x 5=主 2 
=一一×

5 

4 2x 4 

3 5x 3 

凡
]且

2 
これらの考えをもとに図や右の線分図と関係付けながら O 、 ーっ (cm) 

5 
説明していくことで，さらに深い理解につながっていくも

のと考えます。

O 
3 1 (d Q) 
4 

発展開題として帯分数×整数を組み入れる

分数×分数や分数÷分数の意味を理解し，計算の仕方を考えたり，様々な場面において適切に活用したりできるようになった子どもた

ちが，新たな算数的事象に対しても，これまで得た知識や技能，数学的な見方 ・考え方を自ら活用しながら，進んで解決しようとする態

度を養うために帯分数×整数」の学習内容を組み入れることにしました。そしてまたz 本題材の学習で小学校における四則演算が最後

となる子どもたちにとって，真分数や仮分数でできたかけ算が 帯分数ではどうかな」と他の場合に置き換えて考えようとする発展的な

考え方lま，身に付けたい大切な数学的な見方・考え方の一つであげ今後の生活においても活用できるカになります。さらに，この学習

を終えた子どもたちはどのような数であっても四則演算ができたことに自信をもち，今後の学習への意欲が増すことが期待できます。

本時を展開していく中で子どもたちは，真分数や仮分数と同じように計算できるのではないかという類推的な考え方から，幣分数を仮

分数に直して計算することが予想されます。そのことは，大いに認められ，称賛されるべき考え方です。しかし中には，そのような計算

の仕方は既に知っていて正しく答えを求めることができるから， その計算の仕組みまでは深く知ろうとしない子どももいるでしょう。こ

のように「計算は形式的に答えを導き出せればよしリとだけ考えてしまう子どもに対して，授業者は，計算の仕組みに目を向かせ，その

ことを考えるよさを実感させる必要があります。

そこで本時は，援業者があえて間違った計算の仕方を提示します。その論理をみんなで考えることを通して，帯分数x整数の仕組みに

目を向けさせ.整数や小数と同様に分数でも分配法則が成り立つことを理解させたり，統合的な考え方を一層深めさせたりしていきます。

そのことが，計算の仕組みを考えるよさを実感することにつながる

のです。

なお，右の例から 「分配法則は整数，小数だけでなく1 分数でも

成り立つんだ。Jrやっぱり分数は，整数や小数と閉じなんだな。」

いうことに気付かせ，統合的な見方・考え方を一層深めていきたい

と考えます。

23x 12=(20+3)x 12=20x 12+3x 12 

2.3x 5=(2+0.3)x 5=2x 5+0.3x 5 

3 33  
1 -:::-x 2=(1 + -:::-)x 2= 1 x 2+ -:::-x 2 
7 ' 7 
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町 研究の成果と課題

( 1 研究の成果

「問いJ続ける算数科授業の創造という研究主題の下 「問い」続ける子どもの姿や
「聞いj続けるための学習内容，指導方法について3年間研究を進めてきた。その結果，

本年度の研究及び本研究 (3年間)において 次のような成果を得ることができた。

(1) 本年度の研究の成果

O 活用する力を高める学習内容や指導方法を追究していくことにより，子どもの
「問ぃ」続ける姿を高めることができた。

O 活用する力を支える感覚を味わわせるには，目指す子どもの姿(目標)を明確に
するとともに，それに必要な学習内容や指導方法を教師が意図的に準備することが

大切であることがわかった。

O 評価の視点を明確にもたせた自己評価や相互評価により，子どもたちに有能感や
受容感を味わわせることができた。

(2) 本研究 (3年間)の成果

O 算数で培う 三つの力が互いに関連しながら高まっていくような授業づくりが，確
かな学力に結び付くことがわかった。

O 子どもが「問い」続けるためには 数学的な見方・考え方算数的表現能力を育
てるための学習内容や指導方法を重視することが大切であることがわかった。

O 学び合いの活性化のためには，何をどんな視点で学び合うかを教師自身が明確に
もち，それを子どもにも理解させるようにすることが重要であることがわかった。

( 2 研究の課題

一方，次のような課題も明らかになった。今後の研究に生かしていきたい。

O 考えることを楽しんだり 考える力を伸ばした 7ーす~-J

りすることができるような授業づくりにより一層

取り組む必要がある O

O 数学的な見方 -考え方に関する指導内容の構造

化を行う必要がある O

O 数・量・形の概念形成がどのように行われるか
を，発達や学年の段階などに応じて細かく探って

いく必要がある O
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